
Administrator
線

Administrator
折れ線

Administrator
線



食
と
農
を
結
ぶ
「
場
」
を
提
供
す
る

　
千
代
田
区
神
田
錦
町
の
オ
フ
ィ
ス
街

に
、
食
と
農
を
結
ぶ
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
ち
よ
だ
い
ち
ば
」
が
あ
り
ま
す
。
午
前

11
時
半
、
お
店
が
開
く
と
同
時
に
常
連
客

が
ご
当
地
食
材
を
使
っ
た
お
弁
当
を
買
い

に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　
店
内
に
は
、
全
国
の
こ
だ
わ
り
の
特
産

品
や
名
産
品
が
並
び
、「
今
し
か
味
わ
え

な
い
地
方
の
美
味
し
い
も
の
」
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
元
の
住
民
の
み

な
ら
ず
、
オ
フ
ィ
ス
で
働
く
人
た
ち
に
も

好
評
で
す
。

　
客
層
は
、
食
と
地
域
に
関
心
が
高
い
近

隣
の
Ｏ
Ｌ
が
多
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い

と
い
い
ま
す
。

　「
ち
よ
だ
い
ち
ば
」
は
、「
ち
よ
だ
フ
ー

ド
バ
レ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
常
設
店
で

す
。

　「
ち
よ
だ
フ
ー
ド
バ
レ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
は
、
官
民
連
携
に
よ
っ
て
、
生
産
地

で
あ
る
地
方
と
消
費
地
と
し
て
の
都
市
の

交
流
を
目
的
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

協
力
し
合
う
こ
と
で
両
地
域
の
振
興
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
成
り
立
ち
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
農
商

工
連
携
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
２
０
１
４

（
平
成
26
）
年
２
月
に
、
公
益
財
団
法
人
ま

ち
み
ら
い
千
代
田
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

サ
ー
ビ
ス
㈱
と
の
共
催
で
、「
ち
よ
だ
フ
ー

ド
バ
レ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
開
催

し
た
こ
と
が
発
端
で
す
。
静
岡
県

富ふ

じ

の

み

や

し

士
宮
市
や
北
海
道
帯お

び
ひ
ろ
し

広
市
、
岩
手
県

釜か
ま
い
し
し

石
市
、
さ
ら
に
、
地
方
自
治
体
の
東
京
出

張
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
拠
点
と
な
っ
て

い
る
区
内
施
設
「
市
町
村
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
東
京
」
に
登
録
し
て
い
る
自
治
体

に
連
携
を
呼
び
掛
け
、
今
で
は
千
代
田
区

を
含
め
て
47
自
治
体
・
地
域
が
参
加
し
て

都心の強みを生かした食と農の連携

　
千
代
田
区
を
は
じ
め
と
し
た
都
市
部
は
、
人
材
は
も
と
よ
り
食
材
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
、経
済
活
動
か
ら
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
地
方
に
支
え
ら
れ
て
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
﹁
場
﹂
を
求
め
る
地
方
に
対
し
て
は
、

千
代
田
区
の
集
客
力
や
情
報
発
信
力
を
生
か
し
、
任
意
団
体
﹁
ち
よ
だ
フ
ー
ド
バ

レ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂
を
通
じ
て
継
続
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

  

区
民
に
本
物
の
味
と
体
験
を
還
元
す
る

「ちよだいちば」 を訪れ、 試食する石川雅己千代田区長

千
代

田 区
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い
ま
す
。（
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
４
月

24
日
現
在
）

　
ち
よ
だ
フ
ー
ド
バ
レ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
区
内
ホ
テ
ル
で
産
地
直
送
の
採
れ

た
て
農
作
物
・
海
産
物
等
を
提
供
す
る
定

期
開
催
マ
ル
シ
ェ
「
ホ
テ
市
」
の
ほ
か
に

も
、
多
く
の
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
な
か
で
も
多
く
の
品
ぞ
ろ
え

と
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
の
が
、
有
楽
町

駅
前
広
場
で
開
催
さ
れ
る
「
オ
ー
タ
ム
マ

ル
シ
ェ
」
と
「
ス
プ
リ
ン
グ
マ
ル
シ
ェ
」

で
す
。
ど
ち
ら
も
15
以
上
の
地
域
が
出
店

し
ま
す
。「
オ
ー
タ
ム
マ
ル
シ
ェ
」
は

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
11
月
に
２
回
目
、

「
ス
プ
リ
ン
グ
マ
ル
シ
ェ
」
は
会
場
を
変

え
な
が
ら
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
３
月

に
３
回
目
の
開
催
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
年
の
「
ス
プ
リ
ン
グ
マ
ル
シ
ェ
」
で

は
、
千
代
田
区
職
員
の
被
災
地
派
遣
先
で

あ
る
岩
手
県
大

お
お
つ
ち
ち
ょ
う

槌
町
単
独
出
店
の
「
大

槌
復
興
支
援
マ
ル
シ
ェ
」
も
同
時
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
農
商
工
連
携
を
通

じ
た
都
市
と
地
方
の
交
流
や
被
災
地
支
援

を
進
め
て
い
ま
す
。

い
ち
ご
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー
が
大
好
評

　
地
方
と
の
連
携
を
一
層
強
め
る
た
め
に

は
、
地
方
の
特
産
品
を
区
内
で
消
費
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
地
方
で
し
か
経
験
で
き

な
い
援
農
や
里
山
体
験
を
通
じ
て
、
住
民

同
士
の
交
流
を
活
性
化
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
今
年
３
月
、
ち
よ
だ
フ
ー
ド
バ
レ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
主
催
で
、「
守
谷
い
ち

ご
体
験
ツ
ア
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

千
代
田
区
民
が
フ
ー
ド
バ
レ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
加
盟
の
地
域
で
農
業
体
験
す
る

こ
と
で
、
千
代
田
区
と
地
域
と
の
連
携
を

深
め
る
の
が
狙
い
で
す
。

　
茨
城
県
守も

り

や

し

谷
市
は
、
ち
よ
だ
フ
ー
ド
バ

レ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
し
て
い
て
、

ツ
ア
ー
に
は
「
も
り
や
循
環
型
食
農
健
協

議
会
」
が
協
力
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
、
チ
ラ
シ
な
ど
を
見
て

応
募
し
た
千
代
田
区
民
38
人
。
こ
の
中
に

は
小
学
生
以
下
の
子
供
９
人
も
含
ま
れ

２０１４ （平成 26） 年２月に開催された

「ちよだフードバレーネットワーク会議」

　千代田区は 1988（昭和63）年 10月に群馬県嬬
つ ま ご い む ら

恋村、1989（平成元）
年 10月に秋田県五

ご じ ょ う め ま ち

城目町と姉妹提携を結んでいます。それぞれの住
民が参加する運動会や合同防災訓練、子供交流会などの住民交流を始
め、災害時には防災協定に基づく支援を行うなど、様々な場面で協力
しています。2011 年３月 11日の東日本大震災では、原発事故により
東京の水道水に不安が生じたことから、区に対して飲料水の提供がさ
れたこともあります。

嬬恋村・五城目町と姉妹提携
五城目町との姉妹提携調印式

て
い
ま
す
。
往
復
は
バ
ス
。
守
谷
市
の
い

ち
ご
農
家
で
い
ち
ご
収
穫
体
験
を
楽
し

み
、
牧
場
も
経
営
す
る
肉
の
卸
・
小
売
店

で
は
、
小
学
生
が
子
牛
を
見
て
び
っ
く
り

し
て
い
ま
し
た
。
お
昼
は
、
そ
ば
の
栽
培

か
ら
手
掛
け
る
そ
ば
屋
で
美
味
し
い
そ
ば

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
守
谷
市
は
そ
ば
栽

培
農
家
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
ば
屋
自
ら

が
育
て
て
い
る
の
は
、
こ
こ
だ
け
だ
そ
う

で
す
。

　
さ
ら
に
、
イ
タ
リ
ア
風
青
空
市
場
「
さ

く
ら
坂
メ
ル
カ
ー
ト
」
で
買
い
物
を
楽
し

み
ま
し
た
。
毎
月
第
２
日
曜
日
に
守
谷
の

イ
タ
リ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
の
中
庭
を
使
っ
て

開
催
さ
れ
る
マ
ル
シ
ェ
で
、守
谷
の
農
家
、

パ
ン
屋
、
酒
蔵
な
ど
10
～
12
店
が
出
店
し

て
い
ま
す
。

　
参
加
し
た
区
民
か
ら
は
、
想
像
し
た
よ

り
も
２
倍
も
３
倍
も
良
か
っ
た
、
ぜ
ひ
次

回
も
参
加
し
た
い
と
の
意
見
も
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
（
好
評
で
し
た
）。

地
方
と
の
連
携
の
担
い
手

を
増
や
す

　
千
代
田
区
は
、
人
も
物
も
集
ま
る
日
本

の
中
心
。
区
が
「
場
」
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
千
代
田
区
の
集
客
力
と
情
報
発
信
力

を
生
か
し
た
取
り
組
み
が
可
能
で
す
。
同

時
に
、
地
方
の
旬
の
特
産
品
が
集
ま
る

「
場
」
や
、交
流
自
治
体
で
の
体
験
ツ
ア
ー

な
ど
で
、
区
民
も
そ
の
地
方
に
し
か
な
い

生
産
品
に
出
会
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
石
川
雅
己
千
代
田
区
長
は
「
大
都
市
で

暮
ら
す
私
た
ち
の
生
活
は
、
地
方
の
人
々

や
資
源
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
し
っ
か
り
と
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
地
方
と
大
都
市
の
相
互
共
生
の
理
念

に
立
っ
て
、様
々
な
分
野
に
お
い
て
連
携
・

協
働
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
ち
よ
だ
フ
ー
ド
バ
レ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
は
引
き
続
き
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
都
会
と
地
方
を
結
び
、
双
方

を
活
性
化
さ
せ
る
人
材
の
育
成
・
輩
出
を

目
的
と
し
た
「
食
・
農
起
業
塾
」
の
開
講

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
か
ら
、
今
後
は
こ
う
し
た
食
と
農
の

連
携
の
担
い
手
が
育
っ
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
千
代
田
区
は
、
従
来
か
ら
農
商
工
連
携

を
始
め
環
境
や
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

と
い
っ
た
分
野
で
地
方
と
の
連
携
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
流
れ
を
さ
ら
に
強
化

し
、
千
代
田
区
の
都
心
の
強
み
を
生
か
し

た
地
方
と
の
連
携
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
結

び
付
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　千代田区は2012（平成24）

年度から、地球環境を守り、低

炭素社会の実現を図るため、

地方と連携・協力して森林整

備事業を行っています。

　これは、大量のCO2を排出す

る都市と、森林整備によって

CO2の吸収が見込める地方都

市が共同で事業を行うことで

「低炭素社会の実現」を図ろ

うとするものです。2012（平成

24）年６月に岐阜県高山市と、

2016（平成28）年12月に群馬

県嬬恋村と協定を締結し、毎年

着実に整備を進めています。

　さらに、千代田区民が嬬恋

村を訪れ、地元の方々と交流

しながら広葉樹の苗木を植樹

する「植樹ツアー」を2012（平

成24）年度から毎年開催して

います。都会では味わうことの

できない貴重な体験学習とし

て、子どもたちにも好評です。

嬬恋村での植樹ツアー
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い
ま
す
。（
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
４
月

24
日
現
在
）

　
ち
よ
だ
フ
ー
ド
バ
レ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
区
内
ホ
テ
ル
で
産
地
直
送
の
採
れ

た
て
農
作
物
・
海
産
物
等
を
提
供
す
る
定

期
開
催
マ
ル
シ
ェ
「
ホ
テ
市
」
の
ほ
か
に

も
、
多
く
の
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
な
か
で
も
多
く
の
品
ぞ
ろ
え

と
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
の
が
、
有
楽
町

駅
前
広
場
で
開
催
さ
れ
る
「
オ
ー
タ
ム
マ

ル
シ
ェ
」
と
「
ス
プ
リ
ン
グ
マ
ル
シ
ェ
」

で
す
。
ど
ち
ら
も
15
以
上
の
地
域
が
出
店

し
ま
す
。「
オ
ー
タ
ム
マ
ル
シ
ェ
」
は

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
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月
に
２
回
目
、

「
ス
プ
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マ
ル
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」
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場
を
変

え
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が
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２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
３
月

に
３
回
目
の
開
催
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
年
の
「
ス
プ
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グ
マ
ル
シ
ェ
」
で

は
、
千
代
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職
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の
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派
遣
先
で

あ
る
岩
手
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大

お
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つ
ち
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う
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出
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の
「
大
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興
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シ
ェ
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同
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開
催
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を
通
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た
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市
と
地
方
の
交
流
や
被
災
地
支
援

を
進
め
て
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ま
す
。

い
ち
ご
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー
が
大
好
評

　
地
方
と
の
連
携
を
一
層
強
め
る
た
め
に

は
、
地
方
の
特
産
品
を
区
内
で
消
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す
る

だ
け
で
は
な
く
、
地
方
で
し
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経
験
で
き

な
い
援
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や
里
山
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を
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。
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催
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催
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携
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の
が
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す
。

　
茨
城
県
守も

り

や

し

谷
市
は
、
ち
よ
だ
フ
ー
ド
バ

レ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
し
て
い
て
、

ツ
ア
ー
に
は
「
も
り
や
循
環
型
食
農
健
協

議
会
」
が
協
力
し
ま
し
た
。
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ど
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代
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以
下
の
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供
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人
も
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れ
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　千代田区は 1988（昭和63）年 10月に群馬県嬬
つ ま ご い む ら

恋村、1989（平成元）
年 10月に秋田県五
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城目町と姉妹提携を結んでいます。それぞれの住
民が参加する運動会や合同防災訓練、子供交流会などの住民交流を始
め、災害時には防災協定に基づく支援を行うなど、様々な場面で協力
しています。2011 年３月 11日の東日本大震災では、原発事故により
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五城目町との姉妹提携調印式

て
い
ま
す
。
往
復
は
バ
ス
。
守
谷
市
の
い

ち
ご
農
家
で
い
ち
ご
収
穫
体
験
を
楽
し

み
、
牧
場
も
経
営
す
る
肉
の
卸
・
小
売
店

で
は
、
小
学
生
が
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牛
を
見
て
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っ
く
り

し
て
い
ま
し
た
。
お
昼
は
、
そ
ば
の
栽
培

か
ら
手
掛
け
る
そ
ば
屋
で
美
味
し
い
そ
ば

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
守
谷
市
は
そ
ば
栽

培
農
家
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
ば
屋
自
ら

が
育
て
て
い
る
の
は
、
こ
こ
だ
け
だ
そ
う

で
す
。

　
さ
ら
に
、
イ
タ
リ
ア
風
青
空
市
場
「
さ

く
ら
坂
メ
ル
カ
ー
ト
」
で
買
い
物
を
楽
し

み
ま
し
た
。
毎
月
第
２
日
曜
日
に
守
谷
の

イ
タ
リ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
の
中
庭
を
使
っ
て

開
催
さ
れ
る
マ
ル
シ
ェ
で
、守
谷
の
農
家
、

パ
ン
屋
、
酒
蔵
な
ど
10
～
12
店
が
出
店
し

て
い
ま
す
。

　
参
加
し
た
区
民
か
ら
は
、
想
像
し
た
よ

り
も
２
倍
も
３
倍
も
良
か
っ
た
、
ぜ
ひ
次

回
も
参
加
し
た
い
と
の
意
見
も
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
（
好
評
で
し
た
）。

地
方
と
の
連
携
の
担
い
手

を
増
や
す

　
千
代
田
区
は
、
人
も
物
も
集
ま
る
日
本

の
中
心
。
区
が
「
場
」
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
千
代
田
区
の
集
客
力
と
情
報
発
信
力

を
生
か
し
た
取
り
組
み
が
可
能
で
す
。
同

時
に
、
地
方
の
旬
の
特
産
品
が
集
ま
る

「
場
」
や
、交
流
自
治
体
で
の
体
験
ツ
ア
ー

な
ど
で
、
区
民
も
そ
の
地
方
に
し
か
な
い

生
産
品
に
出
会
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
石
川
雅
己
千
代
田
区
長
は
「
大
都
市
で

暮
ら
す
私
た
ち
の
生
活
は
、
地
方
の
人
々

や
資
源
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
し
っ
か
り
と
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
地
方
と
大
都
市
の
相
互
共
生
の
理
念

に
立
っ
て
、様
々
な
分
野
に
お
い
て
連
携
・

協
働
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
ち
よ
だ
フ
ー
ド
バ
レ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
は
引
き
続
き
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
都
会
と
地
方
を
結
び
、
双
方

を
活
性
化
さ
せ
る
人
材
の
育
成
・
輩
出
を

目
的
と
し
た
「
食
・
農
起
業
塾
」
の
開
講

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
か
ら
、
今
後
は
こ
う
し
た
食
と
農
の

連
携
の
担
い
手
が
育
っ
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
千
代
田
区
は
、
従
来
か
ら
農
商
工
連
携

を
始
め
環
境
や
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

と
い
っ
た
分
野
で
地
方
と
の
連
携
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
流
れ
を
さ
ら
に
強
化

し
、
千
代
田
区
の
都
心
の
強
み
を
生
か
し

た
地
方
と
の
連
携
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
結

び
付
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　千代田区は2012（平成24）

年度から、地球環境を守り、低

炭素社会の実現を図るため、

地方と連携・協力して森林整

備事業を行っています。

　これは、大量のCO2を排出す

る都市と、森林整備によって

CO2の吸収が見込める地方都

市が共同で事業を行うことで

「低炭素社会の実現」を図ろ

うとするものです。2012（平成

24）年６月に岐阜県高山市と、

2016（平成28）年12月に群馬

県嬬恋村と協定を締結し、毎年

着実に整備を進めています。

　さらに、千代田区民が嬬恋

村を訪れ、地元の方々と交流

しながら広葉樹の苗木を植樹

する「植樹ツアー」を2012（平

成24）年度から毎年開催して

います。都会では味わうことの

できない貴重な体験学習とし

て、子どもたちにも好評です。

嬬恋村での植樹ツアー
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